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畿
畷

鮭
動
畿
巻

令
和
元
年
十
月
十
五
日

（水
）

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
富
山
に
於

い
て
、
奉
斎
神
宮
大
麻
暦
頒
布
始

奉
告
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

各
宮
司
及
び
各
神
社
の
役
員
八

十
六
名
が
出
席
し
、
厳
か
に
雅
楽

の
演
奏
の
中
、
修
祓
・斎
主

一
拝

・

献
餞

・
祝
詞
奏
上
、
神
楽

「朝
日

舞
」
が
奉
奏
さ
、
玉
串
拝
礼

ｏ
撤

骰
、
斎
主

一
拝
、
神
宮
大
麻
暦
の

授
受
の
後
、
平
尾
県
神
社
庁
富
山

支
部
支
部
長
の
挨
拶
、
高
木
富
山

市
神
社
総
代
会
会
長
の
挨
拶
、
来

賓
と
し
て
富
山
県
神
社
庁
松
本
庁

長
よ
り
祝
辞
が
有
り
ま
し
た
。

平
尾
支
部
長
か
ら
は
、
富
山
県

は
神
宮
大
麻
の
頒
布
率
が
全
国

一

位
で
は
あ
る
が
、
年
々
少
な
く
な

っ
て
お
り
、
頒
布
向
上
に
勤
め
て奉納 神楽「朝日舞」

欲
し
い
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。

天
皇
陛
下
御
即
位
奉
祝

富
山
県
民
大
会

陛
下
即
位

天
皇
陛
下
御
即
位
奉
祝
富
山
県

民
大
会
が
令
和
元
年
十

一
月
十
人

日
（月
）
、
午
後

一
時
か
ら
オ
ー
バ

―
ド

・
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
出
席

し
た
約
１
２
０
０
人
が
令
和
時
代

の
到
来
を
祝
い
ま
し
た
。

坂
神
社
か
ら
山
内
爾
宜
ら
４
人

出
席
し
ま
し
た
。

最
初
に
民
謡

「こ
き
り
こ
」
が

越
中
五
箇
山
築
子
唄
保
存
会
で
奉

祝
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
天
皇
陛
下

が
学
習
院
高
等
科
地
理
研
究
会
の

学
友
た
ち
と
、
五
箇
山
平
村
に
御

末
村
に
な
り
、
そ
の
際
お
泊
り
に

な

っ
た
相
倉
集
落
の
民
宿
で
の
夕

食
時
、
こ
き
り
こ
踊
り
と
、
哀
愁

を
お
び
た
こ
き
り
こ
の
唄
に
強
く

感
銘
を
受
け
ら
れ
、
後
に
平
成
二

年
官
中
「歌
会
始
の
儀
」
に

「森
」

の
御
製
で
、
山
深
い
合
掌
集
落
の

夕
暮
れ
時
の
美
し
い
情
景
の
中
、

唄
い
舞
わ
れ
た

「こ
き
り
こ
」
を

詩
情
豊
に
詠
み
表
さ
れ
た

の
で

す
。
地
元
の
人
々
は
こ
れ
に
感
銘

し
、
集
落
の
神
社
に
歌
碑
を
建
立

し
、
地
域
住
民
の
誇
り
と
し
て
、

子
孫
に
語
り
伝
え
て
い
る
の
で

す
。
今
上
陛
下
御
製

「五
箇
山
を

お
と
づ
れ
し
日
の
　
夕
飩
時

森
に
響
か
ふ
　
ン
」き
り
こ
の
唄
」

と
て
も
感
銘
さ
れ
た
お
気
持
ち
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。

国
歌
斉
唱
の
後
、
高
木
繁
雄
実

行
委
員
会
会
長
の
挨
拶
、
石
井
隆

一
富
山
県
知
事
の
祝
辞
が
有
り
ま

し
た
。

最
後
に
万
歳
三
唱
で
閉
式
と
な

り
ま
し
た
。

思
う
様
に
は
読
め
ま
せ
ん
。
儀
式

が
終
わ
り
浦
安
の
舞
と
鵜
坂
鵜
飼

太
鼓
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
浦
安

の
舞
の
歌
詞
は
、

「天
地
の
神
に

ぞ
祈
る
朝
な
ぎ
の
　
海
の
ご
と
く

に
波
た
た
ぬ
世
を
」
と
昭
和
天
皇

の
御
歌
で
す
。

浦
安
と
は
心
安
ら
か
と
い
う
意

味
で
、
平
和
を
祈
る
心
の
舞
で
す
。

軒
懲
冒
恭
（
神
宮
大
麻
　
鵜
坂
神
社
神
符
頒
布
始
祭

良
く
晴
れ
た
日
に
な
り
ま

剰
御
し
た
。

モ
ミ
ジ
の
紅
葉
が
見

に

親
神
漏
岐

神
漏
美
の
命
以

卸̈
つるち”̈
熙轟赫】賣け̈
“

富山県神社庁富山支部長の挨拶

大祓詞を読む皆 さん

モミジが栄える鎮守の社

古
く
は
平
和
で
美
し
い
風
土
を

持

つ
日
本
の
国
を
浦
安
の
国
と
言

い
ま
し
た
。

各
地
区
の
会
長
に
、
天
照
皇
大

神
官
と
氏
神
様
で
あ
る
鵜
坂
神
社

の
御
神
札
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

正
月
に
神
棚
の
御
神
札
を
新
し

く
取
替
え
て
下
さ
い
。


